
(57)【要約】

【課題】正確な医療診断に供する高品質な内視鏡画像お

よび超音波画像を、低コスト且つ画像の更新レートを損

ねることなく得る。

【解決手段】超音波内視鏡システムを構成する超音波プ

ローブ２、およびプロセッサ装置２０は、撮像信号の取

り込みタイミングを制御する駆動制御信号をＣＣＤ１５

に出力するドライバ２７、および超音波を発生させるた

めの励振パルスを超音波トランスデューサ１２に出力す

るパルサ３１を備える。ドライバ２７は、パルサ３１か

ら励振パルスが出力される期間ＴＵ Ｓ に、駆動制御信号

の発信を中断する。励振パルスの出力が終了すると、ド

ライバ２７は、再び駆動制御信号をＣＣＤ１５に出力す

る。また、ＴＵ Ｓ では、切り替えスイッチ２９がオフし

、ＡＭＰ２８とＡ／Ｄ２３との接続を切断する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 の 像 光 を 撮 像 し て 撮 像 信 号 を 出 力 す る 撮 像 素 子 と 、 被 観 察 部 位 に 超
音 波 を 照 射 し 、 被 観 察 部 位 か ら の エ コ ー 信 号 を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 超 音 波 ト ラ ン
ス デ ュ ー サ と が 先 端 に 配 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 を 用 い た 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 撮 像 信 号 の 取 り 込 み タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 駆 動 制 御 信 号 を 前 記 撮 像 素 子 に 出 力 す る
ド ラ イ バ と 、
　 前 記 超 音 波 を 発 生 さ せ る た め の 励 振 パ ル ス を 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に 出 力 す る パ
ル サ と を 備 え 、
　 前 記 ド ラ イ バ は 、 前 記 駆 動 制 御 信 号 に よ る 前 記 受 信 信 号 へ の 干 渉 、 ま た は 、 前 記 励 振 パ
ル ス に よ る 前 記 撮 像 信 号 へ の 干 渉 を 低 減 す る よ う に 、 前 記 駆 動 制 御 信 号 の 発 信 を 所 定 期 間
中 断 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 撮 像 信 号 を 伝 送 す る 伝 送 路 の 接 続 、 切 断 を 切 り 替 え る 切 り 替 え 手 段 を 備 え 、
　 前 記 切 り 替 え 手 段 は 、 前 記 所 定 期 間 に 前 記 伝 送 路 を 切 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 所 定 期 間 は 、 前 記 励 振 パ ル ス が 出 力 さ れ る 期 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま
た は ２ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 所 定 期 間 は 、 前 記 受 信 信 号 の う ち 、 前 記 駆 動 制 御 信 号 の 干 渉 を 受 け る 深 部 か ら の エ
コ ー 信 号 に よ る 受 信 信 号 を 出 力 し て い る 期 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に
記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 の 像 光 を 撮 像 し て 撮 像 信 号 を 出 力 す る 撮 像 素 子 と 、 被 観 察 部 位 に 超
音 波 を 照 射 し 、 被 観 察 部 位 か ら の エ コ ー 信 号 を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 超 音 波 ト ラ ン
ス デ ュ ー サ と が 先 端 に 配 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 を 用 い た 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 撮 像 信 号 の 取 り 込 み タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 駆 動 制 御 信 号 を 前 記 撮 像 素 子 に 出 力 す る
ド ラ イ バ と 、
　 前 記 超 音 波 を 発 生 さ せ る た め の 励 振 パ ル ス を 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に 出 力 す る パ
ル サ と を 備 え 、
　 前 記 ド ラ イ バ は 、 前 記 励 振 パ ル ス が 出 力 さ れ る 期 間 、 前 記 駆 動 制 御 信 号 の 発 信 を 中 断 す
る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 の 像 光 を 撮 像 し て 撮 像 信 号 を 出 力 す る 撮 像 素 子 と 、 被 観 察 部 位 に 超
音 波 を 照 射 し 、 被 観 察 部 位 か ら の エ コ ー 信 号 を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 超 音 波 ト ラ ン
ス デ ュ ー サ と が 先 端 に 配 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 を 用 い た 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 撮 像 信 号 の 取 り 込 み タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 駆 動 制 御 信 号 を 前 記 撮 像 素 子 に 出 力 す る
ド ラ イ バ と 、
　 前 記 超 音 波 を 発 生 さ せ る た め の 励 振 パ ル ス を 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に 出 力 す る パ
ル サ と を 備 え 、
　 前 記 ド ラ イ バ は 、 前 記 受 信 信 号 の う ち 、 前 記 駆 動 制 御 信 号 の 干 渉 を 受 け る 深 部 か ら の エ
コ ー 信 号 に よ る 受 信 信 号 を 出 力 し て い る 期 間 、 前 記 駆 動 制 御 信 号 の 発 信 を 中 断 す る こ と を
特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 撮 像 素 子 、 お よ び 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 先 端 に 配 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 を
用 い た 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 医 療 分 野 に お い て 、 内 視 鏡 を 利 用 し た 医 療 診 断 が 実 用 化 さ れ て い る 。 内 視 鏡 の 先
端 に は 、 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 の 像 光 を 撮 像 し て 内 視 鏡 画 像 を 得 る た め の Ｃ Ｃ Ｄ な ど の 撮 像
素 子 が 配 さ れ て い る 。 こ の よ う な 内 視 鏡 に は 、 撮 像 素 子 だ け で な く 、 被 観 察 部 位 に 超 音 波
を 照 射 し 、 被 観 察 部 位 か ら の エ コ ー 信 号 を 受 信 し て 超 音 波 画 像 を 得 る た め の 超 音 波 ト ラ ン
ス デ ュ ー サ が 先 端 に 配 さ れ た 、 い わ ゆ る 超 音 波 内 視 鏡 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 内 視 鏡 で は 、 撮 像 素 子 と 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ と が 近 接 し て 設 け ら れ 、 こ れ ら
に 接 続 さ れ る 配 線 も 近 接 し て 引 き 回 さ れ て い る た め 、 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ る 撮 像 信 号 が
超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 励 振 さ せ る た め の 励 振 パ ル ス に よ り ノ イ ズ を 受 け 易 く 、 ま た 、
撮 像 素 子 の 駆 動 を 制 御 す る 駆 動 制 御 信 号 が 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ で 受 信 し た エ コ ー 信 号
に よ り 出 力 さ れ る 受 信 信 号 に ノ イ ズ を 与 え る と い う 相 互 干 渉 に よ っ て 、 内 視 鏡 画 像 ま た は
超 音 波 画 像 に ノ イ ズ が 発 生 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 、 ダ ミ ー の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ お よ び ダ ミ ー 同 軸 ケ ー ブ
ル を 設 け 、 本 物 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ お よ び 同 軸 ケ ー ブ ル と の 双 方 に 発 生 し た ノ イ ズ
成 分 を 差 動 ア ン プ に よ り 相 殺 ま た は 低 減 す る こ と で 、 受 信 信 号 の Ｓ ／ Ｎ 比 を 向 上 さ せ た 体
腔 内 超 音 波 診 断 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 フ ッ ト ス イ ッ チ の 操 作 に 応 じ て 内 視 鏡 画 像 お よ び 超 音 波 画 像 の 取 得 を 選 択 し 、 選
択 さ れ て い な い 側 の 駆 動 を 止 め る よ う に し て ノ イ ズ の 発 生 を 防 ぎ 、 駆 動 を 止 め た 側 の 画 像
は 駆 動 を 止 め る 直 前 の 画 像 を 表 示 す る よ う に し た 電 子 内 視 鏡 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許
文 献 ２ 参 照 ） 。 こ の 特 許 文 献 ２ で は 、 内 視 鏡 画 像 ま た は 超 音 波 画 像 の フ レ ー ム 、 フ ィ ー ル
ド 、 あ る い は 水 平 走 査 線 を 単 位 と し て 、 こ れ ら の 比 率 を 観 察 の 中 心 と な る 画 像 に 応 じ て 変
化 さ せ る こ と も 述 べ ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ６ ３ ０ ４ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ６ － １ ６ ９ ８ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 複 数 配 列 し た ア レ イ タ イ プ の 超 音 波 内 視 鏡 で は 、 配 線 の 本 数
が 多 く な る た め 、 内 視 鏡 挿 入 部 が 太 く な っ て 患 者 へ の 負 担 が 増 す と い う 問 題 が あ る が 、 特
許 文 献 １ に 記 載 の 技 術 を 採 用 し た 場 合 、 ダ ミ ー 用 の 配 線 の た め に 益 々 配 線 の 本 数 が 多 く な
っ て し ま う 。 ま た 、 本 物 の 同 軸 ケ ー ブ ル と ほ ぼ イ ン ピ ー ダ ン ス の 等 し い ダ ミ ー 同 軸 ケ ー ブ
ル を 用 意 す る 必 要 が あ り 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 個 数 が 多 く な る と 実 現 性 に 乏 し い と
い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 技 術 で は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ で 選 択 さ れ な か っ た 方 の 画 像 は 静
止 画 だ け と な る 。 ま た 、 内 視 鏡 画 像 ま た は 超 音 波 画 像 の フ レ ー ム 、 フ ィ ー ル ド 、 あ る い は
水 平 走 査 線 を 単 位 と し て 、 こ れ ら の 比 率 を 観 察 の 中 心 と な る 画 像 に 応 じ て 変 化 さ せ た 場 合
は 、 ど ち ら の 画 像 も 動 画 像 が 出 力 さ れ る が 、 差 程 重 要 視 さ れ な い 画 像 に つ い て も 通 常 と 同
様 の 画 像 処 理 を 施 し て い る た め 、 そ の 分 の 処 理 に 掛 か る 電 力 を 無 駄 に 消 費 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 正 確 な 医 療 診 断 に 供 す る 高 品 質 な 内
視 鏡 画 像 お よ び 超 音 波 画 像 を 、 低 コ ス ト 且 つ 画 像 の 更 新 レ ー ト を 損 ね る こ と な く 得 る こ と
が で き る 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 の 像 光 を 撮
像 し て 撮 像 信 号 を 出 力 す る 撮 像 素 子 と 、 被 観 察 部 位 に 超 音 波 を 照 射 し 、 被 観 察 部 位 か ら の
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エ コ ー 信 号 を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ と が 先 端 に 配 さ れ た 超
音 波 内 視 鏡 を 用 い た 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 撮 像 信 号 の 取 り 込 み タ イ ミ ン グ
を 制 御 す る 駆 動 制 御 信 号 を 前 記 撮 像 素 子 に 出 力 す る ド ラ イ バ と 、 前 記 超 音 波 を 発 生 さ せ る
た め の 励 振 パ ル ス を 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に 出 力 す る パ ル サ と を 備 え 、 前 記 ド ラ イ
バ は 、 前 記 駆 動 制 御 信 号 に よ る 前 記 受 信 信 号 へ の 干 渉 、 ま た は 、 前 記 励 振 パ ル ス に よ る 前
記 撮 像 信 号 へ の 干 渉 を 低 減 す る よ う に 、 前 記 駆 動 制 御 信 号 の 発 信 を 所 定 期 間 中 断 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 前 記 撮 像 信 号 を 伝 送 す る 伝 送 路 の 接 続 、 切 断 を 切 り 替 え る 切 り 替 え 手 段 を 備 え 、
前 記 切 り 替 え 手 段 は 、 前 記 所 定 期 間 に 前 記 伝 送 路 を 切 断 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 所 定 期 間 は 、 前 記 励 振 パ ル ス が 出 力 さ れ る 期 間 で あ る こ と が 好 ま し い 。 あ る い は 、
前 記 所 定 期 間 は 、 前 記 受 信 信 号 の う ち 、 前 記 駆 動 制 御 信 号 の 干 渉 を 受 け る 深 部 か ら の エ コ
ー 信 号 に よ る 受 信 信 号 を 出 力 し て い る 期 間 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 の 像 光 を 撮 像 し て 撮 像 信 号 を 出 力 す る 撮
像 素 子 と 、 被 観 察 部 位 に 超 音 波 を 照 射 し 、 被 観 察 部 位 か ら の エ コ ー 信 号 を 受 信 し て 受 信 信
号 を 出 力 す る 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ と が 先 端 に 配 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 を 用 い た 超 音 波 内
視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 撮 像 信 号 の 取 り 込 み タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 駆 動 制 御 信 号 を 前
記 撮 像 素 子 に 出 力 す る ド ラ イ バ と 、 前 記 超 音 波 を 発 生 さ せ る た め の 励 振 パ ル ス を 前 記 超 音
波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に 出 力 す る パ ル サ と を 備 え 、 前 記 ド ラ イ バ は 、 前 記 励 振 パ ル ス が 出 力
さ れ る 期 間 、 前 記 駆 動 制 御 信 号 の 発 信 を 中 断 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 の 像 光 を 撮 像 し て 撮 像 信 号 を 出 力 す る 撮
像 素 子 と 、 被 観 察 部 位 に 超 音 波 を 照 射 し 、 被 観 察 部 位 か ら の エ コ ー 信 号 を 受 信 し て 受 信 信
号 を 出 力 す る 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ と が 先 端 に 配 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 を 用 い た 超 音 波 内
視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 撮 像 信 号 の 取 り 込 み タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 駆 動 制 御 信 号 を 前
記 撮 像 素 子 に 出 力 す る ド ラ イ バ と 、 前 記 超 音 波 を 発 生 さ せ る た め の 励 振 パ ル ス を 前 記 超 音
波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に 出 力 す る パ ル サ と を 備 え 、 前 記 ド ラ イ バ は 、 前 記 受 信 信 号 の う ち 、
前 記 駆 動 制 御 信 号 の 干 渉 を 受 け る 深 部 か ら の エ コ ー 信 号 に よ る 受 信 信 号 を 出 力 し て い る 期
間 、 前 記 駆 動 制 御 信 号 の 発 信 を 中 断 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム に よ れ ば 、 撮 像 信 号 の 取 り 込 み タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 駆
動 制 御 信 号 を 撮 像 素 子 に 出 力 す る ド ラ イ バ と 、 超 音 波 を 発 生 さ せ る た め の 励 振 パ ル ス を 超
音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に 出 力 す る パ ル サ と を 備 え 、 ド ラ イ バ は 、 駆 動 制 御 信 号 に よ る 受 信
信 号 へ の 干 渉 、 ま た は 、 励 振 パ ル ス に よ る 撮 像 信 号 へ の 干 渉 を 低 減 す る よ う に 、 駆 動 制 御
信 号 の 発 信 を 所 定 期 間 中 断 す る の で 、 配 線 の 本 数 を 多 く す る こ と な く 、 内 視 鏡 画 像 お よ び
超 音 波 画 像 へ の ノ イ ズ の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 正 確 な 医 療 診 断 に 供
す る 高 品 質 な 内 視 鏡 画 像 お よ び 超 音 波 画 像 を 、 低 コ ス ト 且 つ 画 像 の 更 新 レ ー ト を 損 ね る こ
と な く 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 超 音 波 内 視 鏡 ２ の 先 端 ２ ａ に は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア
レ イ （ 図 面 上 で Ｕ Ｓ と 表 現 す る 場 合 が あ る 。 図 ３ 参 照 ） １ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 超 音
波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ １ ０ に は 、 凸 状 に 形 成 さ れ た 台 座 １ １ 上 に 、 複 数 の 超 音 波 ト ラ
ン ス デ ュ ー サ １ ２ が 一 次 元 ア レ イ 状 に 配 列 さ れ て な る 、 い わ ゆ る コ ン ベ ッ ク ス 電 子 走 査 方
式 が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 先 端 ２ ａ に 接 続 さ れ た シ ー ス １ ３ の 上 部 に は 、 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 の 像 光 を 取 り 込 む た
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め の 対 物 光 学 系 １ ４ と 、 像 光 を 撮 像 し て 撮 像 信 号 を 出 力 す る Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ と が 搭 載 さ れ 、 中
央 部 に は 、 穿 刺 針 １ ６ が 挿 通 さ れ る 穿 刺 針 用 チ ャ ン ネ ル １ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 シ ー ス １ ３ の 上 部 お よ び 下 部 に は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ （ 図 ３ 参 照 ） と 、 超 音 波
ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ １ ０ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ と を 電 気 的 に 接 続 す る ア レ イ 用 配 線 ケ ー ブ
ル １ ８ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ 用 配 線 ケ ー ブ ル １ ９ が 、 穿 刺 針 用 チ ャ ン ネ ル １ ７ を 挟 む よ う に 挿 通 さ
れ て い る 。 な お 、 煩 雑 を 避 け る た め に 図 示 は し て い な い が 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ ２
同 士 の 隙 間 に は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 か ら な る 充 填 材 が 充 填 さ れ て い る 。 ま た 、 超 音 波 ト ラ ン ス
デ ュ ー サ ア レ イ １ ０ 上 に は 、 シ リ コ ン 樹 脂 な ど か ら な り 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ
１ ０ か ら 発 せ ら れ る 超 音 波 を 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 に 向 け て 収 束 さ せ る 音 響 レ ン ズ が 取 り 付
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ に お い て 、 超 音 波 内 視 鏡 ２ と と も に 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム を 構 成 す る プ ロ
セ ッ サ 装 置 ２ ０ は 、 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２ ０ ａ と 、 超 音 波 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２ ０ ｂ と か ら
構 成 さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ １ に よ り 全 体 の 動 作 を 統 括 的 に 制 御 さ れ る 。 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２
０ ａ に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ 用 タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ ２ ２ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 （ Ａ ／ Ｄ ） ２ ３ 、 内 視 鏡
画 像 処 理 回 路 ２ ４ 、 内 視 鏡 画 像 用 メ モ リ ２ ５ 、 お よ び Ｄ ／ Ａ 変 換 器 （ Ｄ ／ Ａ ） ２ ６ が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 超 音 波 内 視 鏡 ２ 内 の Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ の 近 傍 に は 、 ド ラ イ バ ２ ７ と 、 Ａ Ｍ Ｐ ２ ８ お よ び 切 り 替
え ス イ ッ チ ２ ９ と が 設 け ら れ て い る 。 ド ラ イ バ ２ ７ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ 用 タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ
２ ２ か ら 送 信 さ れ る 垂 直 、 水 平 転 送 ク ロ ッ ク に 基 づ い て 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ で 出 力 さ れ る 撮 像 信
号 を 、 周 知 の 垂 直 転 送 路 、 水 平 転 送 路 を 介 し て 転 送 す る た め の 駆 動 制 御 信 号 を Ｃ Ｃ Ｄ １ ５
に 送 信 し 、 撮 像 信 号 を 取 り 込 む タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ａ Ｍ Ｐ ２ ８ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ か ら 出 力 さ れ た 撮 像 信 号 を 増 幅 す る 。 切 り 替 え ス イ ッ チ ２ ９
は 、 通 常 は 撮 像 信 号 を 伝 送 す る た め に オ ン さ れ て お り 、 後 述 す る 励 振 パ ル ス が 出 力 さ れ る
期 間 オ フ さ れ 、 撮 像 信 号 の 伝 送 を 切 断 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ａ ／ Ｄ ２ ３ は 、 Ａ Ｍ Ｐ ２ ８ で 増 幅 さ れ た 撮 像 信 号 に 対 し て Ａ ／ Ｄ 変 換 を 施 し 、 撮 像 信 号
を デ ジ タ ル 化 す る 。 内 視 鏡 画 像 処 理 回 路 ２ ４ は 、 Ａ ／ Ｄ ２ ３ で デ ジ タ ル 化 さ れ た 撮 像 信 号
に 対 し て 、 階 調 変 換 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 、 γ 補 正 な ど の 各 種 画 像 処 理 を 施 し た 後 、 テ
レ ビ 信 号 の 走 査 方 式 （ Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ 方 式 ） に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 内 視 鏡 画 像 用 メ モ リ ２ ５ は 、 内 視 鏡 画 像 処 理 回 路 ２ ４ か ら 出 力 さ れ る テ レ ビ 信 号 を 一 時
的 に 格 納 す る 。 Ｄ ／ Ａ ２ ６ は 、 内 視 鏡 画 像 用 メ モ リ ２ ５ か ら の テ レ ビ 信 号 に 対 し て Ｄ ／ Ａ
変 換 を 施 し 、 テ レ ビ 信 号 を ア ナ ロ グ 化 す る 。 Ｄ ／ Ａ ２ ６ で ア ナ ロ グ 化 さ れ た テ レ ビ 信 号 は
、 内 視 鏡 画 像 用 モ ニ タ ３ ０ に 内 視 鏡 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 超 音 波 用 プ ロ セ ッ サ 部 ２ ０ ｂ に は 、 パ ル サ ３ １ 、 Ｕ Ｓ 用 タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ
３ ２ 、 レ シ ー バ ３ ３ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 （ Ａ ／ Ｄ ） ３ ４ 、 超 音 波 画 像 処 理 回 路 ３ ５ 、 超 音 波 画
像 用 メ モ リ ３ ６ 、 お よ び Ｄ ／ Ａ 変 換 器 （ Ｄ ／ Ａ ） ３ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 パ ル サ ３ １ は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ １ ０ を 構 成 す る 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ
１ ２ の 個 数 分 設 け ら れ て お り 、 Ｕ Ｓ 用 タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ か ら 送 信 さ れ る 駆 動 パ
ル ス に 基 づ い て 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ ２ に 超 音 波 を 発 生 さ せ る た め の 励 振 パ ル ス （
パ ル ス 電 圧 ） を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 レ シ ー バ ３ ３ は 、 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 か ら の エ コ ー 信 号 に よ り 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ
１ ２ か ら 出 力 さ れ る 受 信 信 号 を 受 信 す る 。 Ａ ／ Ｄ ３ ４ は 、 レ シ ー バ ３ ３ か ら の 受 信 信 号 に
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対 し て Ａ ／ Ｄ 変 換 を 施 し 、 受 信 信 号 を デ ジ タ ル 化 す る 。 超 音 波 画 像 処 理 回 路 ３ ５ は 、 Ａ ／
Ｄ ３ ４ で デ ジ タ ル 化 さ れ た 受 信 信 号 に 対 し て 、 位 相 整 合 演 算 な ど の 各 種 画 像 処 理 を 施 し た
後 、 テ レ ビ 信 号 の 走 査 方 式 （ Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ 方 式 ） に 変 換 す る 。 な お 、 パ ル サ ３ １ と 同 様 に 、 レ
シ ー バ ３ ３ 、 Ａ ／ Ｄ ３ ４ は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ ２ の 個 数 分 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 超 音 波 画 像 用 メ モ リ ３ ６ は 、 超 音 波 画 像 処 理 回 路 ３ ５ か ら 出 力 さ れ る テ レ ビ 信 号 を 一 時
的 に 格 納 す る 。 Ｄ ／ Ａ ３ ７ は 、 超 音 波 画 像 用 メ モ リ ３ ６ か ら の テ レ ビ 信 号 に 対 し て Ｄ ／ Ａ
変 換 を 施 し 、 テ レ ビ 信 号 を ア ナ ロ グ 化 す る 。 Ｄ ／ Ａ ３ ７ で ア ナ ロ グ 化 さ れ た テ レ ビ 信 号 は
、 超 音 波 画 像 用 モ ニ タ ３ ８ に 超 音 波 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｃ Ｃ Ｄ 用 タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ ２ ２ 、 お よ び Ｕ Ｓ 用 タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ は 、
Ｃ Ｐ Ｕ ２ １ に 接 続 さ れ た メ イ ン タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ ３ ９ か ら の 同 期 信 号 に よ っ て 同 期
駆 動 さ れ る 。 メ イ ン タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ ３ ９ は 、 内 視 鏡 画 像 用 メ モ リ ２ ５ 、 お よ び 超
音 波 画 像 用 メ モ リ ３ ６ に も 接 続 し て お り 、 こ れ ら の デ ー タ 書 き 込 み ・ 読 み 出 し タ イ ミ ン グ
も 管 理 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト に 示 す よ う に 、 ド ラ イ バ ２ ７ は 、 パ ル サ ３ １ か ら 励 振 パ ル ス
が 出 力 さ れ る 期 間 Ｔ Ｕ Ｓ に 、 駆 動 制 御 信 号 の 発 信 を 中 断 す る 。 励 振 パ ル ス の 出 力 が 終 了 す
る と 、 ド ラ イ バ ２ ７ は 、 再 び 駆 動 制 御 信 号 を Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ に 出 力 す る 。 ま た 、 上 述 の よ う に
、 Ｔ Ｕ Ｓ で は 、 切 り 替 え ス イ ッ チ ２ ９ が オ フ し 、 Ａ Ｍ Ｐ ２ ８ と Ａ ／ Ｄ ２ ３ と の 接 続 を 切 断
す る 。 な お 、 駆 動 制 御 信 号 の 発 信 を 中 断 す る 期 間 Ｔ Ｃ Ｃ Ｄ － ｂ ｒ で は 、 撮 像 信 号 の 取 り 込
み は 行 わ れ ず 、 し た が っ て １ フ レ ー ム 分 の 撮 像 期 間 Ｔ Ｃ Ｃ Ｄ は 、 Ｔ Ｃ Ｃ Ｄ － ｂ ｒ の 分 だ け
長 く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 体 腔 内 の 内 視 鏡 画 像 お よ び 超 音 波 画 像 を 取 得 す る 際 に は 、 超 音 波 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 が 体
腔 内 に 挿 入 さ れ 、 内 視 鏡 画 像 を 取 得 す る 指 示 が な さ れ る と 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ に よ り 対 物 光 学 系
１ ４ か ら の 体 腔 内 の 像 光 が 撮 像 さ れ 、 ド ラ イ バ ２ ７ に よ り 制 御 さ れ る 取 り 込 み タ イ ミ ン グ
に 合 わ せ て 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ か ら 撮 像 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ か ら 出 力 さ れ た 撮 像 信 号 は 、 Ａ Ｍ Ｐ ２ ８ で 増 幅 さ れ 、 切 り 替 え ス イ ッ チ ２ ９
を 介 し て Ａ ／ Ｄ ２ ３ に 入 力 さ れ 、 Ａ ／ Ｄ ２ ３ で Ａ ／ Ｄ 変 換 さ れ て デ ジ タ ル 化 さ れ る 。 Ａ ／
Ｄ ２ ３ で デ ジ タ ル 化 さ れ た 撮 像 信 号 は 、 内 視 鏡 画 像 処 理 回 路 ２ ４ で 階 調 変 換 、 ホ ワ イ ト バ
ラ ン ス 調 整 、 γ 補 正 な ど の 各 種 画 像 処 理 が 施 さ れ た 後 、 テ レ ビ 信 号 の 走 査 方 式 に 変 換 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 内 視 鏡 画 像 処 理 回 路 ２ ４ か ら 出 力 さ れ た テ レ ビ 信 号 は 、 内 視 鏡 画 像 用 メ モ リ ２ ５ に 一 時
的 に 格 納 さ れ 、 Ｄ ／ Ａ ２ ６ で Ｄ ／ Ａ 変 換 が 施 さ れ て ア ナ ロ グ 化 さ れ る 。 Ｄ ／ Ａ ２ ６ で ア ナ
ロ グ 化 さ れ た テ レ ビ 信 号 は 、 内 視 鏡 画 像 用 モ ニ タ ３ ０ に 内 視 鏡 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 内 視 鏡 画 像 用 モ ニ タ ３ ０ に よ り 内 視 鏡 画 像 が 観 測 さ れ な が ら 、 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 が 探
索 さ れ 、 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 に 先 端 ２ ａ が 到 達 し 、 超 音 波 画 像 を 取 得 す る 指 示 が な さ れ る
と 、 超 音 波 用 タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ ３ ２ か ら の 駆 動 パ ル ス に 基 づ い て 、 パ ル サ ３ １ か ら
超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ ２ に 励 振 パ ル ス が 送 信 さ れ る 。 こ れ に よ り 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ
ー サ １ ２ が 励 振 さ れ 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ ２ か ら 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 に 超 音 波 が 照
射 さ れ る 。 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 か ら は 、 照 射 さ れ た 超 音 波 に 応 じ た エ コ ー 信 号 が 反 射 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 体 腔 内 の 被 観 察 部 位 か ら の エ コ ー 信 号 は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ ２ で 受 信 さ れ 、 こ
れ に よ り 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ ２ か ら 受 信 信 号 が 出 力 さ れ る 。 出 力 さ れ た 受 信 信 号 は
、 レ シ ー バ ３ ３ で 受 信 さ れ 、 Ａ ／ Ｄ ３ ４ で Ａ ／ Ｄ 変 換 が 施 さ れ て デ ジ タ ル 化 さ れ る 。 Ａ ／
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Ｄ ３ ４ で デ ジ タ ル 化 さ れ た 受 信 信 号 は 、 超 音 波 画 像 処 理 回 路 ３ ５ で 位 相 整 合 演 算 な ど の 各
種 画 像 処 理 が 施 さ れ た 後 、 テ レ ビ 信 号 の 走 査 方 式 に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 超 音 波 画 像 処 理 回 路 ３ ５ か ら 出 力 さ れ た テ レ ビ 信 号 は 、 超 音 波 画 像 用 メ モ リ ３ ６ で 一 時
的 に 格 納 さ れ 、 Ｄ ／ Ａ ３ ７ で Ｄ ／ Ａ 変 換 さ れ て ア ナ ロ グ 化 さ れ る 。 Ｄ ／ Ａ ３ ７ で ア ナ ロ グ
化 さ れ た テ レ ビ 信 号 は 、 超 音 波 画 像 用 モ ニ タ ３ ８ に 内 視 鏡 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 パ ル サ ３ １ か ら 励 振 パ ル ス が 出 力 さ れ る 期 間 Ｔ Ｕ Ｓ で は 、 ド ラ イ バ ２ ７ か ら の 駆 動 制 御
信 号 の 発 信 が 中 断 さ れ る 。 励 振 パ ル ス の 出 力 が 終 了 す る と 、 再 び 駆 動 制 御 信 号 が 出 力 さ れ
る 。 ま た 、 Ｔ Ｕ Ｓ で は 、 切 り 替 え ス イ ッ チ ２ ９ が オ フ さ れ 、 Ａ Ｍ Ｐ ２ ８ と Ａ ／ Ｄ ２ ３ と の
接 続 が 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 パ ル サ ３ １ か ら 励 振 パ ル ス が 出 力 さ れ る 期 間 Ｔ Ｕ Ｓ に 、 ド
ラ イ バ ２ ７ か ら の 駆 動 制 御 信 号 の 発 信 を 中 断 さ せ 、 切 り 替 え ス イ ッ チ ２ ９ を オ フ し て 、 Ａ
Ｍ Ｐ ２ ８ と Ａ ／ Ｄ ２ ３ と の 接 続 を 切 断 す る よ う に し た の で 、 励 振 パ ル ス に よ る 撮 像 信 号 へ
の 干 渉 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 励 振 パ ル ス に よ る 撮 像 信 号 へ の 干 渉 を 防 ぐ よ う に し た が 、 駆
動 制 御 信 号 に よ る 受 信 信 号 へ の 干 渉 を 防 ぐ よ う に 、 駆 動 制 御 信 号 の 発 信 を 中 断 し て も よ い
。 す な わ ち 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 駆 動 制 御 信 号 の 干 渉 を 受 け る 深 部 か ら の エ コ ー 信 号 （ 例
え ば エ コ ー 信 号 の 受 信 開 始 か ら ３ ０ μ ｓ 以 降 の エ コ ー 信 号 ） の 受 信 中 Ｔ Ｅ － ｄ に 、 駆 動 制
御 信 号 を 中 断 す る 期 間 Ｔ Ｃ Ｃ Ｄ － ｂ ｒ を 設 け る よ う に し て も よ い 。 こ こ で 、 励 振 パ ル ス の
送 信 周 期 は １ ０ ０ ～ ２ ５ ０ μ ｓ で あ る の に 対 し て 、 励 振 パ ル ス を 発 す る の に 要 す る デ ー タ
セ ッ ト 時 間 （ 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ ２ の 切 り 替 え や 送 信 遅 延 時 間 の オ フ セ ッ ト に 要 す
る 時 間 ） は ２ ０ ～ ３ ０ μ ｓ で あ り 、 こ の 間 は エ コ ー 信 号 を 受 信 し て い な い 。 ま た 、 音 響 レ
ン ズ の 効 果 に よ り ２ ０ ｍ ｍ 程 度 の 深 さ ま で の エ コ ー 信 号 は 飽 和 気 味 に な る 。 こ の ２ ０ ｍ ｍ
を 時 間 に 換 算 す る と 、 浅 部 か ら の エ コ ー 信 号 の 受 信 時 間 Ｔ Ｅ － ｓ は ３ ０ μ ｓ と な る の で 、
デ ー タ セ ッ ト 時 間 と 合 わ せ る と ６ ０ μ ｓ と な る 。 一 方 、 内 視 鏡 画 像 の 画 素 を ６ ４ ０ × ４ ８
０ 、 フ レ ー ム レ ー ト を ３ ０ フ レ ー ム ／ 秒 と す る と 、 内 視 鏡 画 像 の １ 水 平 走 査 線 の 周 期 は 約
６ ９ μ ｓ と な り 、 こ の よ う に 励 振 パ ル ス の 送 信 毎 に 内 視 鏡 画 像 の １ 水 平 走 査 線 を 収 集 す る
よ う に し て も 、 フ レ ー ム レ ー ト を 損 な わ ず に 画 像 を 生 成 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 エ
コ ー 信 号 の 受 信 期 間 Ｔ Ｅ の う ち 、 浅 部 か ら の エ コ ー 信 号 の 受 信 中 Ｔ Ｅ － ｓ で 駆 動 制 御 信 号
が 発 信 さ れ て い る が 、 Ｔ Ｅ － ｓ で は エ コ ー 信 号 が 飽 和 す る 程 大 き い た め 、 駆 動 制 御 信 号 に
よ る 干 渉 の 影 響 を 受 け て も 、 充 分 な Ｓ ／ Ｎ 比 を 確 保 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 駆 動
制 御 信 号 に よ る 受 信 信 号 へ の 干 渉 を 防 ぐ こ と が で き る 。 な お 、 こ の 場 合 も 上 記 実 施 形 態 と
同 様 に 、 Ｔ Ｃ Ｃ Ｄ － ｂ ｒ に 切 り 替 え ス イ ッ チ で 撮 像 信 号 の 伝 送 路 を 切 断 す る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 コ ン ベ ッ ク ス 電 子 走 査 方 式 の 超 音 波 内 視 鏡 ２ を 例 示 し て 説 明 し た が
、 ラ ジ ア ル 電 子 走 査 方 式 な ど の 他 の 走 査 方 式 を 採 用 し た 超 音 波 内 視 鏡 に つ い て も 、 本 発 明
は 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 内 視 鏡 用 と 超 音 波 用 を 兼 用 し た プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０
を 用 い 、 内 視 鏡 画 像 用 、 超 音 波 画 像 用 に 個 別 の モ ニ タ ２ ９ 、 ３ ７ を 用 意 し て い る が 、 プ ロ
セ ッ サ 装 置 、 お よ び モ ニ タ の 構 成 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 内 視 鏡 用 と 超 音 波 用 で 別 々 の プ ロ
セ ッ サ 装 置 を 用 い て も よ い し 、 モ ニ タ を １ 台 に し て ２ 画 面 に 分 割 し て 画 像 を 表 示 し て も よ
い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 の 構 成 を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-215748 A 2007.8.30



【 図 ４ 】 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム の 各 部 の 動 作 タ イ ミ ン グ を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 ５ 】 超 音 波 内 視 鏡 シ ス テ ム の 各 部 の 動 作 タ イ ミ ン グ の 別 の 実 施 形 態 を 示 す タ イ ミ ン グ
チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ２ 　 超 音 波 内 視 鏡
　 １ ０ 　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ア レ イ
　 １ ２ 　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ
　 １ ５ 　 Ｃ Ｃ Ｄ
　 ２ ０ 　 プ ロ セ ッ サ 装 置
　 ２ １ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 ２ ７ 　 ド ラ イ バ
　 ２ ９ 　 切 り 替 え ス イ ッ チ
　 ３ １ 　 パ ル サ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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